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の
者
共
坂
下
ま
で
参
り
た
る
を
見
拾
て

‘晶
、
経
王
寺
へ
欠
込
み
.俳
壇

の
下
K
隠
れ
、
山
越
え
し
て
越
前
ま
で
立
退
吉
け
る
花
、
微
妙
公
御

怒
強
く
、
中
立
ち
し
た
る
者
共
、
牛
裂
に
仰
付
け
ら
る
。
と
戦
せ
た

り
。
此
の
仰
校
医
綴
れ
ば
、
似
の
乙
助
な
る
者
此
の
坂
路
よ
り
逃
げ

去
る
事
よ
り
し
て
.
牛
裂
の
刑
に
虎
せ
ら
れ
た
る
も
鶴
間
谷
な
り
と

聞
き
似
へ
挟
り
け
る
に
干
。
但
し
楠
岡
市
品
夜
話
の
仰
段
も
金
〈
請
け
が

逃
去
り
小
立
野
牛
坂
の
高
へ
上
り
跡
を
振
返
り
見
け
る
陀
‘
追
手

入
る
れ
ば
、
即
時
に
水
出
で
止
み
け
る
也
。
此
の
下
流
は
坂
下
な
る
民

抑
陣
へ
来
り
、
伊
附
所
左
衛
門
親
と
よ
し
み
有
v
之
由
陀
て
使
り
居
り
・

御
家
を
箆
む
と
い
へ
ど
も
、
時
節
不
ν
到
。
同
町
の
協
同
五
郎
左
衛
門

税
制
り
鋭
地
足
髄
の
小
一蹴
に
欠
人
有
ν
之
、
n正
へ
た
り
と
も
召
抱
候
事

に
示
談
有
ν
之
底
.
毛
利
庄
兵
衛
の
美
少
年
K
懲
慕
し
.
一Z
K
の
，
次
第

に
て
召
捕
へ
ら
れ
‘
良
野
K
て
牛
制
訟
に
仰
何
ら
れ
候
底
.
勝
を
つ
か

ん
で
投
げ
山
川
し
た
る
な
ど
云
ひ
仰
へ
た
り
。
但
し
一
設
に
.
鶴
間
盟

た
し
。
皆
後
人
の
過
附
あ
る
な
る
べ
し
。

O
鶴
岡
谷
，清
水

此
の
清
水
は
・
坂
路
の
キ
腹
に
あ
り
て
・
甚
だ
冷
水
な
り
o
或
は
云

裁
と
も
云
ム
。
鶴
岡
谷
と
云
ふ
は
‘
型
裁
此
の
所
に
て
牛
裂
K
成
り

ム
。
此
の
清
泉
は
東
向
に
て

、
山
腹
八
歩
目
よ
り
涌
き
出
づ
る
水
な

た
る
坂
な
り
北
ハ
一
宮
ふ
と
あ
り
。
今
般
宇
る
に
.
右
は
元
和
八
年
の
事

る
故
K
、
殊
K
鍵
水
也
。
山
肢
の
八
歩
間
よ
り
涌
宮
山
づ
る
清
水
は
.

に
て
、
背
中
部
見
開
銀
聞
事
昌
敏
削
答
等
K
.
禅
問
次
左
衛
門
組
持
筒

包
囲
に
て
此
の
清
水
の
み
な
り
。
叉
此
の
地
は
束
向
に
て
旭
の
さ
し

足
粧
榊
M

山
文
山
側
、衆
道
之
本
民
依
っ
て
.向
抗
野
に
於
て
牛
裂
の
刑
陀
彪

込
む
地
な
る
に
よ
り
‘
昔
は
例
日
清
水
と
呼
べ
り
。
然
る
に
中
頃
此

せ
ら
る
。
と
あ
り
。
然
れ
ば
鶴
間
谷
に
於
て
刑
法
K
蕗
せ
ら
れ
し
と
い

の
霊
水
の
遜
陀
朝
日
観
音
の
石
像
を
安
置
す
。
故
佐
世
人
此
の
清
水

を
ば
朝
日
清
水
と
呼
べ
り
。
限
病
等
の
者
.
此
の
水
陀
て
洗
へ
ば
甚

だ
功
験
あ
り
と
い
へ
り
。
叉
此
の
鍵
泉
は
如
何
な
る
故
に
や
、
若
し

ふ
稔
は
.
全
く
仰
聞
の
狭
り
也
。
抽
出
窓
夜
結
陀
は
.
=
一段
附
孫
市
に

飼
世
の
草
原
取
乙
助
と
云
ふ
者
執
心
せ
し
白
露
顕
し‘

中
立
ち
せ
し

4
4
共
紛
主
命
ぜ
ら
れ
・
乙
助
方
へ
も
捕
手
向
ひ
た
る
山
承
り
・共
の
簡

悪
政
た
ど
此
の
品
川
泉
の
井
筒
へ
小
使
を
仕
か
け
‘
或
は
不
洋
の
ロ聞を

日棋
の
飲
水
別
に
な
せ
し
故
花
、自
然
出
で
止
む
都
あ
れ
ば
、
叉
例
の
子

供
共
が
あ
し
き
事
を
な
せ
る
た
ら
ん
と
.
井
筒
を
約
め
掃
除
を
在
す

に
、
頓
て
元
の
如
く
短
水
涌
宮
山川
づ
る
事
.
貧
民
一
脚
泉
と
も
い
ふ
べ
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